
「尾道市旧市街地に生きる動物と
ヒトとの共生を考える」シンポジウム

２０１６年度ヒトと動物の関係学会 秋季シンポジウム

開催日：２０１６年１１月２７日（日） 会場：妙宣寺 尾道市長江1丁目４−３
開場：９時００分 開会：９時３０分 閉会：１６時００分 懇親会（有料）：１６時３０分〜

出演者
山﨑 薫氏（ヤマザキ学園大学学長）
谷田 創氏（広島大学大学院教授）
園山春二氏（尾道イーハトーヴ代表）
冨永 健氏（広島県動物愛護センター課長）
西川直美氏（広島アニマルケア専門学校教員）
妹尾あいら氏（広島大学大学院生）
加藤慈然氏（妙宣寺住職）

参加無料！
一般の方の参加歓迎

定員１００名

主催：ヒトと動物の関係学会
開催企画・準備：広島大学谷田研究室
後援：一般社団法人尾道観光協会

株式会社JTB中国四国

シンポに関するお問い合わせは、
広島大学谷田研究室まで。
０８２−４２４−７９７４ または
htanida@hiroshima-u.ac.jp

また、シンポ前日の１１月２６日（土）
には「尾道のネコをめぐるスタディー
ツアー」（有料）があります。詳しくは
JTB中国四国（０８２−５４２−２７１１）
にお問い合わせください。

ネコの街として注目される
一方で、野良ネコや野犬
の数の増加、糞尿被害、
ネコの病気の蔓延など
多くの問題が山積！


